
北
の

と
び
ら令和2年3月

vol. 120

特集
旭川歴史市民劇

『旭川青春グラフィティ ザ・ゴールデンエイジ』

市民劇で蘇る
若き文化人たちが交錯した
まちの黄金時代
令和元年度 アート選奨

（アート選奨K基金事業）

アートのチカラを考える
さっぽろ大通デザイン・
アートスクール vol.3
レポート
街歩きアート
森と湖に抱かれた阿寒の地に、
新たな表現で蘇るカムイの世界
 ［釧路市阿寒町］
エッセイ

神田 山陽
表紙作家の紹介

山﨑 愛彦
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郷
土
史
家
が
執
筆
し
た

史
実
を
ベ
ー
ス
と
し
た
脚
本

　
歴
史
市
民
劇
『
旭
川
青
春
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
　
ザ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
』
は
、

詩
人
の
小
熊
秀
雄
、画
家
の
高
橋
北
修
、

歌
人
の
齋
藤
史
、
社
会
活
動
家
の
佐
野

文
子
な
ど
、
才
気
溢
れ
る
若
者
た
ち
が

集
っ
た
時
代
の
旭
川
が
舞
台
。
架
空
の

人
物
で
あ
る
5
人
の
若
者
た
ち
が
彼
ら

に
出
会
っ
て
成
長
し
、
自
ら
の
生
き
る

意
味
を
見
つ
け
て
い
く
群
像
劇
で
す
。

「
物
語
を
創
る
の
は
得
意
で
は
な
い
の

で
す
が
、
こ
の
戯
曲
の
構
想
は
す
っ
と

浮
か
ん
で
き
た
。
旭
川
の
歴
史
が
書
か

せ
て
く
れ
た
作
品
」
と
、
脚
本
を
書
い

た
郷
土
史
家
の
那
須
敦
志
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

　
那
須
さ
ん
は
高
校
生
の
頃
、
東
京
の

演
劇
人
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
活
動
を
し

て
い
た
旭
川
の
劇
団
「
河
」
の
舞
台
に

刺
激
を
受
け
て
、
演
劇
科
の
あ
る
大
学

に
進
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
演
劇
づ

◉
特
集
／
旭
川
歴
史
市
民
劇

『
旭
川
青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ   

ザ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
』

市
民
劇
で
蘇
る

若
き
文
化
人
た
ち
が
交
錯
し
た

ま
ち
の
黄
金
時
代

北
海
道
第
二
の
都
市
・
旭
川
で
は
、

開
村
1
3
0
年
と
な
る
2
0
2
0
年
の
8
月
に
、

30
年
ぶ
り
と
な
る
市
民
劇
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

日
本
文
化
史
に
名
を
残
す
若
い
才
能
が
、
奇
跡
の
よ
う
に
集
っ
た

大
正
末
期
〜
昭
和
初
期
の
旭
川
の
歴
史
を
舞
台
に
、

演
劇
の
魅
力
を
広
く
伝
え
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

◎旭川歴史市民劇
『旭川青春グラフィティ　
ザ・ゴールデンエイジ』

日時／2020年8月29日（土）・30日（日）
会場／旭川市民文化会館大ホール
　　　（北海道旭川市７条通９丁目）
問い合わせ／実行委事務局
　　　　　  （まちなかぶんか小屋）
　　　　　　☎︎0166-23-2801
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演
劇
の
発
信
・
交
流
拠
点
と
し
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、「
ま

ち
な
か
ぶ
ん
か
小
屋
」
の
企
画
運
営
を

担
当
し
て
い
る
「
ま
ち
な
か
ぶ
ん
か

推
進
協
議
会
」
の
有
村
幸
盛
さ
ん
は
、

1
9
9
0
年
に
旭
川
の
開
村
1
0
0

年
に
合
わ
せ
て
上
演
さ
れ
た
市
民
劇
づ

く
り
に
関
わ
っ
た
一
人
で
す
。

「
市
民
劇
の
創
作
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
大
変
で
し
た
が
、
上
演
後
は
劇

団
が
い
く
つ
も
で
き
る
な
ど
、
演
劇

シ
ー
ン
が
活
性
化
し
ま
し
た
。
開
村

1
3
0
年
で
の
市
民
劇
で
、
再
び
旭

川
の
演
劇
の
底
上
げ
を
図
り
た
い
」
と

有
村
さ
ん
。「
歴
史
を
ベ
ー
ス
に
し
た

脚
本
を
市
民
劇
と
し
て
上
演
す
る
こ
と

で
、
魅
力
溢
れ
る
ま
ち
の
歴
史
を
広
く

共
有
で
き
る
し
、
日
頃
は
演
劇
に
関
心

の
な
い
人
に
も
観
て
も
ら
え
る
」
と
も

考
え
た
そ
う
で
す
。

く
り
か
ら
離
れ
、
主
に
道
内
で
報
道
番

組
の
制
作
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

旭
川
へ
の
転
任
を
機
に
郷
土
史
を
研
究

す
る
よ
う
に
。
ま
た
、
1
9
6
0
年

代
末
か
ら
20
年
間
の
劇
団
「
河
」
の
活

動
を
ま
と
め
、
著
書
と
し
て
出
版
も
し

て
い
ま
す
。

　
戯
曲
が
完
成
す
る
と
、
や
は
り
上
演

し
て
み
た
く
な
っ
た
那
須
さ
ん
。
旭
川

の
演
劇
関
係
者
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
「
面
白
い
、
ぜ
ひ
上
演
し
よ
う
」

と
の
声
が
上
が
り
、
市
民
有
志
に
よ
る

「
旭
川
歴
史
市
民
劇
実
行
委
員
会
」（
以

下
、実
行
委
員
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

市
民
劇
づ
く
り
で

演
劇
シ
ー
ン
を
活
性
化

　
実
行
委
員
会
で
中
心
的
な
役
割
を
担

う
「
ま
ち
な
か
ぶ
ん
か
小
屋
」
は
、
旭

川
市
の
中
心
部
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
で
、
ま
ち
の
活
性
化
と
文
化
振

興
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
5

年
か
ら
は
年
に
1
回
、
道
内
各
地
の
演

劇
ユ
ニ
ッ
ト
が
参
加
す
る
短
編
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
旭
川
豆
芝
居
」
を

実
施
。
ま
た
2
0
1
7
年
に
は
31
年

ぶ
り
に
再
結
成
し
た
劇
団
「
河
」
の
公

演
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
旭
川
に
お
け
る

2
0
2
0
年
２
月
、
旭
川
歴
史
市
民

劇
『
旭
川
青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
　
ザ
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
』
の
「
予
告
編
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
本
編
の
登
場
人

物
を
紹
介
し
つ
つ
、
二
・
二
六
事
件
や

若
山
牧
水
の
来
旭
と
い
っ
た
、
本
編
に

は
登
場
し
な
い
魅
力
的
な
史
実
を
用
い

て
創
ら
れ
た
作
品
で
す
。

　
演
出
の
高
田
学
さ
ん
は
こ
の
予
告
編

に
、
高
橋
北
修
の
娘
で
92
歳
の
星
野
由

美
子
さ
ん
を
、
ご
自
身
の
役
で
舞
台
に

登
場
さ
せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し

た
。

「
星
野
さ
ん
は
劇
団
『
河
』
の
創
設
メ

ン
バ
ー
の
俳
優
で
、
女
蜷
川
と
言
わ
れ

た
演
出
家
で
も
あ
り
ま
す
。
星
野
さ
ん

に
よ
っ
て
歴
史
が
今
に
繋
が
り
、
未
来

へ
と
向
か
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
」

と
高
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
本
公
演
は
さ
ら
に
参
加
者
を
募
り
、

旭
川
市
民
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
で
上

演
し
ま
す
。「
若
々
し
い
活
力
が
輝
い

た
旭
川
の
黄
金
時
代
を
、
若
者
を
中
心

と
し
た
市
民
キ
ャ
ス
ト
が
演
じ
ま
す
。

旭
川
の
未
来
に
繋
が
る
パ
ワ
ー
を
、
多

く
の
方
に
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
那

須
さ
ん
。
本
公
演
に
向
け
た
本
格
的
な

稽
古
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
２
月
に
キ
ャ
ス
ト
・

ス
タ
ッ
フ
の
公
募
を
開
始
し
６
月
に

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
高
校
生
か

ら
70
代
ま
で
、
約
35
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
７
月
に
は
理
事
長
が
実
行
委
員
を

務
め
る
企
業
の
協
力
で
、
ビ
ル
の
一
室

に
稽
古
場
を
開
設
。
札
幌
な
ど
か
ら
講

師
を
招
い
て
キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
が

演
劇
を
学
ぶ
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
と
共

に
旭
川
の
歴
史
を
学
ぶ
「
歴
史
市
民
劇

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
作
品
の
背
景

と
な
る
時
代
へ
の
理
解
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

次
世
代
に
繋
が
る

旭
川
の
黄
金
時
代

　
８
月
の
本
公
演
を
前
に
キ
ャ
ス
ト

に
舞
台
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

脚本を書いた郷土史家の那須敦
志さん。旭川歴史市民劇の総合プ
ロデューサー

演出の高田学さん。劇団「河」の流
れをくむ劇団に参加した1997年以
降、旭川での演劇活動を続けてきた

◉
特
集
／
旭
川
歴
史
市
民
劇

『
旭
川
青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ   

ザ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
』
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a r t

アートのチカラを考える―⑱

さっぽろ大通デザイン・アートスクール vol.3
レ ポ ート

「
さ
っ
ぽ
ろ
大
通
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー

ル
」
は
、
暮
ら
し
と
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
方
々

を
講
師
に
招
き
、„
デ
ザ
イ
ン
を
よ
り
身
近
に
、

暮
ら
し
を
よ
り
深
く
＂
考
え
る
機
会
を
つ
く
る

取
り
組
み
で
す
。「
東
川
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
」

を
３
年
前
か
ら
主
催
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト

を
通
し
て
地
域
の
文
化
を
発
信
す
る
道
北
の
ま

ち
・
東
川
町
と
、
１
９
５
４
年
に
羽
幌
炭
鉱
鉄

道
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
歴
史
を
持
つ
「
大
五

ビ
ル
ヂ
ン
グ
」
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
通
美
術
館
、

そ
し
て
北
海
道
文
化
財
団
の
連
携
に
よ
っ
て
、

2
0
1
9
年
6
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
3
回
目
と
な
る
2
0
1
9
年
12
月
の
ア
ー

ト
ス
ク
ー
ル
は
、
デ
ザ
イ
ン
活
動
家
でD

＆
D
EPARTM

EN
T

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ナ
ガ
オ
カ

ケ
ン
メ
イ
さ
ん
が
講
師
。「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
の
考
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
考
え
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
特
別
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

　
20
年
ほ
ど
前
、
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
消
費
さ
れ
る

デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
に
疑
問
を
持
っ
た
ナ
ガ
オ

カ
さ
ん
は
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
な
ど
の
時
を

超
え
て
長
く
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
モ
ノ
に
着

目
。
形
状
や
意
匠
に
留
ま
ら
ず
、
作
ら
れ
方
や

売
ら
れ
方
な
ど
も
含
め
た
「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
」
を
提
唱
し
、
ス
ト
ア
ス
タ
イ
ル
の
活

動
体
「D

&
D
EPARTM

EN
T PRO

JECT

（
デ
ィ

ア
ン
ド
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
47
都
道
府
県
に
１
か

所
ず
つ
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
東
京

に
直
営
の
1
号
店
を
構
え
た
の
ち
、初
め
て
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
店
と
な
る
お
店
は
、
ナ
ガ
オ
カ
さ

ん
の
出
身
地
で
あ
る
北
海
道
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
８
年
、
東
京
の
デ
パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
物
産
展
を
企
画
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、「
全
国
各
地
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
強
烈
な
個
性

が
あ
る
と
気
付
い
た
」
と
言
う
ナ
ガ
オ
カ
さ
ん
。

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
表

面
的
な
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
作
り

手
が
何
を
し
、
何
を
し
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う

行
動
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
、
具
体
例
を
挙

げ
な
が
ら
解
説
。
自
身
が
手
が
け
た
商
品
デ
ザ
イ

ン
も
例
に
出
し
な
が
ら
「
流
行
に
乗
ら
な
い
」「
な

る
べ
く
変
え
な
い
で
新
し
く
す
る
」
な
ど
の
共
通

項
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
と
は
、
流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
„
意
志
を

持
っ
た
デ
ザ
イ
ン
＂
で
あ
り
、
使
い
手
も
意
志
を

持
っ
て
買
い
続
け
る
こ
と
で
文
化
と
な
る
。
つ
ま

り
、
正
し
い
デ
ザ
イ
ン
は
時
間
が
証
明
し
て
く
れ

る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、„
北
海
道
ら
し
さ
＂
や
„
札
幌
ら
し

さ
＂
と
は
、「
東
京
の
真
似
や
他
所
か
ら
持
っ
て

き
た
も
の
で
は
な
く
、
北
海
道
や
札
幌
で
長
く
続

い
て
い
る
も
の
を
生
か
す
発
想
を
持
つ
こ
と
」
が

重
要
で
あ
り
、「
客
観
的
に
„
北
海
道
ら
し
さ
＂

や
„
札
幌
ら
し
さ
＂
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」

と
指
摘
。
流
行
り
で
は
な
く
モ
ノ
の
価
値
に
向
き

合
う
暮
ら
し
や
、
北
海
道
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
は

何
か
を
考
え
る
上
で
、
ヒ
ン
ト
に
溢
れ
た
講
義
と

な
り
ま
し
た
。

「ロングライフデザイン」で、これからの暮らしを考える

D&DEPARTMENT HOKKAIDOでは、薄く挽いた木のグラス「KAMI GLASS」
（旭川市）や、海産物のトロ箱を活用したクラフト「ARAMAKI」（恵庭市）などを取り扱う

約1時間の講演は会場からの
質疑応答を交えながら行われた

北海道文化財団では磯田憲一氏からの指定寄附を基に、アート選奨K基金を創設。本道
の芸術文化の振興発展にとって「敬愛」すべき役割を果たしたと認められる個人・団体に
アート選奨を贈呈しています。令和元年度の受賞者をご紹介します。

和楽器奏者ユニット  和心ブラザーズ  

　津軽三味線奏者と和太鼓奏者、4名によるユニットです。「和楽器の進
化」をテーマに、伝統を受け継ぎながらも現代に生きた音楽を伝えること
を目指し、多種多様な音楽の創作と演奏活動を行っています。
　2005年、津軽三味線奏者の新田昌弘さんと和太鼓奏者のしんたさん
によって結成され、国内だけではなく、サウジアラビア、スペイン、トルコ、
アメリカなど世界20カ国で演奏を重ねてきました。2017年からは津軽
三味線奏者の菅野優斗さん、和太鼓奏者の田村幸崇さんがユニットに
参加。厚みと華やかさを増した演奏が好評を得、全道各地で行われたコ
ンサートでは、各会場で記録的な集客数となりました。また、メンバーは
ARASHI LIVE TOUR 2015 Japonismに和太鼓隊として出演、津軽三
味線全国大会で何度も優勝を獲得するなど、若手ながらも実力派の奏
者として知られています。
　学校や施設へのアウトリーチやワークショップも積極的に行うなど後
世の育成に努めるほか、道内各地で和楽器の魅力を伝える演奏活動を
続けています。

民衆史研究家  石川圭子   

　一級古民家鑑定士として古民家の保存・活用を行うプロジェクト
に関わり、古い建物が持つ地域の記憶への関心から民衆史研究家と
なった石川圭子さん。2013年、札幌の歓楽街・すすきのにある芸者置
屋だった古民家に惚れ込んで家主を説得し、「ギャラリー＆レンタルス
ペース鴨々堂」をオープンしました。
　石川さんは鴨々堂の店主として、すすきのや中島公園など周辺地域
の歴史や文化を伝える講座を実施。また、2014年からは周辺の寺院
やホテルと連携し、お座敷踊りや日舞、野点、細工物の体験など、日
本古来の文化を経験する地域振興イベント「鴨々川ノスタルジア」を
立ち上げ、地域文化の発信に努めました。
「古民家は、かつての地域の様子を伝える媒体であると共に、地域の
アイデンティティを伝える手段となるもの。また、今の社会のありよう
を省みるものでもあります」と石川さんは言います。
　築90年以上となり、老朽化が進んだ鴨々堂は2019年10月で役割を
終えました。古材の一部は奈井江町の道の駅内の「待合処鴨々堂」に
用いられ、往時の面影を蘇らせています。

令和元年度 アート選奨（アート選奨K基金事業） この人に
 注目！

2019年刊行の『つづくをつ
くる ロングライフデザインの
秘密』（日経BP 刊）



街 歩
き ア ー ト

A K A N釧路市阿寒町阿寒湖温泉4丁目7-84　☎ 0154-67-2727　休館日：不定休
観覧料： 「アイヌ古式舞踊」「イオマンテの火まつり」
 当日券 大人1200円（前売券1080円）、小学生600円
 「ロストカムイ」 当日券 大人2200円（前売券1980円）、小学生600円
 特得チケット（2公演の観覧セット券）大人2800円（前売2600円）、小学生料金なし
※各公演予定は「阿寒湖アイヌコタン」ホームページhttps://www.akanainu.jp で要確認
https://www.akanainu.jp/lostkamuy/（ロストカムイ）
※3月以降の公演は未定。HPなどで要確認

pick up！

阿寒町

阿寒摩周国立公園のうち、阿寒湖を中心とした地
域の自然に関するガイダンス施設。湖と周辺の森
の成り立ちや動植物について、床面の1000分の１
の鳥瞰図をたどりながら知ることができる。遊覧船
が運休する冬期、研究用のマリモを展示。阿寒湖
のマリモが間近で見られるほか、周辺の自然解説
も行っている。近隣の森には遊歩道が整備され、
湖畔のボッケ（泥火山）までは徒歩10分ほど。ま
た、冬期はスノーシュー（貸出あり）での氷上散策
も楽しめる。
☎0154-67-4100　9:00～17:00　火曜休   
http://business4.plala.or.jp/akan-eco/

阿寒湖畔エコミュージアムセンター

彫金家・下倉洋之さんは「Ague（アゲ）Art jewelry」
としてアクセサリーを制作。ヒグマの手をリアルに
表現したリング「キムンカムイ」など、自然への敬
意に基づくデザインで新たなアイヌ工芸を創り出し
ている。2019年5月にはコーヒー好きが高じて工房
内にカフェ「KARIP（カリプ）」をオープン。アイヌ語
で「輪」を意味し、人の縁がつながる場所にしたい
という思いが込められている。炭火でじっくり自家
焙煎した豆で淹れる、こだわりの一杯が味わえる。
☎0154-64-1728　11:00～17:00　不定休

カフェ＆ギャラリー KARIP（カリプ）

［釧路市阿寒町］

　2012年、国内初のアイヌ文化専用劇場として阿寒湖
アイヌコタンにオープン。国の重要無形民俗文化財でユ
ネスコ世界無形文化遺産の「アイヌ古式舞踊」、また
「イオマンテの火祭り」といった伝統的な祭りの再現を上
演し、アイヌ文化を継承・発信しています。
　加えて2019年から、アイヌ古式舞踊とコンテンポラ
リーダンス、デジタルアートなどを融合させてアイヌ文化
を現代的に表現した舞台「ロストカムイ」がスタートしま
した。「ロストカムイ」はアイヌの口承文芸「ユーカラ」を
踏まえつつ新しく創作したストーリーで、阿寒ユーカラと
名付けられています。
　国内外で活躍するクリエイターとともに脚本や演出に
携わった床州生（とこしゅうせい）さんは、「今まで見た
ことのないユーカラを作りたかった」と言います。州生さ
んの父・床ヌブリさんは、ユーカラを題材にアートとして
木彫を制作し、ユーカラ劇の演出も手がけるなど、新た
な方法でアイヌ文化を残そうとした一人でした。州生さん

も同じ思いを持ち、新しい表現で文化を伝え残そうとし
ています。
　「ロストカムイ」で描かれるのは、開拓が始まった明治
時代以降の、アイヌが特別な神としてきたホロケウカムイ
（エゾオオカミ）の絶滅というテーマです。“天から役目な
しに降ろされた物はひとつもない”というアイヌの言葉に
象徴される、アイヌ文化の精神性や考え方が投影されて
おり、「なぜ、アイヌが大切にしていたエゾオオカミがいな
くなったのか。この地から大切なものが失われていくこと
をどう考えるか」という問いを投げかけています。
　ストーリーを支えるのは、阿寒の風やボッケ（地底か
ら噴き出す熱い泥）など自然の音に古式舞踊などをリ
ミックスしたサウンド。そしてCGによるデジタルアート
と、トップダンサーの振付によるコンテンポラリーダンス
です。スタイリッシュで、今まで見たことのないアイヌの世
界を体感できます。

「アイヌ古式舞踊」は必見。（上）女性による「黒髪の踊り」は「ロストカムイ」にも取り入れられて
いる演目のひとつ。ほかに（右）「鶴の舞」、（中）男性による「弓の舞」など日替わりで公演。
（下）「ロストカムイ」は音楽、映像、振付に気鋭のクリエイターを起用。クラブミュージックやデジ
タルアート、ダンスに関心の高い若い世代も多く訪れている

雄阿寒岳と雌阿寒岳がそびえる雄大な景色と温泉を求め、観光客で賑わ
う阿寒湖畔。その一角に、アイヌ工芸家の工房やショップが立ち並ぶ
「阿寒湖アイヌコタン」があります。昭和30年代、おもに道東のアイヌ工芸
家が集まったことで、アイヌ文化の発信拠点となりました。木彫や刺繍な
どのお土産品だけでなく、現在は、伝統に基づいたデザインやアート作品
も積極的に制作。新たなアイヌ文化の表現として評価が高まっています。

森と湖に抱かれた阿寒の地に、
新たな表現で蘇るカムイの世界

伝統と最新が共存する舞台   阿寒湖アイヌシアター「イコロ」
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［個展］

2014 年 ギャラリーえん（札幌）

2016年 ギャラリー創（札幌）

2017年 TOOVcafe（札幌）

2019年 ギャラリー創（札幌）

［グループ展］

2016年 北海道作家作品展「2020 ‐ 来たるべき者達 ‐」

 札幌クロスホテル（札幌）

2018年 「開館50周年記念 リニューアル記念 mima, 

 明日へのアーティストたちとともに」

 北海道立三岸好太郎美術館（札幌）

2018年 「shelf life」OOTE41221（長野）

2018年 JR タワー・アートプラネッツ・グランプリ2018 

 プラニスホール（札幌）

2019年 「冬のセンバツ」～美術学生展～　

 札幌大通地下ギャラリー500m美術館（札幌）

2019年 「Nameless Landscape」 札幌文化芸術交流センター

 SCARTSコート（札幌）

2019年 さっぽろアートステージ2019「まなざしのスキップ」

 札幌文化芸術交流センター SCARTSモール（札幌）

2019年 さっぽろアートステージ2019

 「出張シンクスクール『制作コース歴代受賞者展』」 

 札幌地下歩行空間（札幌）

山﨑 愛彦  美術家 
 Yoshihiko Yamazaki 

1994年 札幌生まれ
2016年 札幌大谷大学 芸術学部 美術学科 造形表現領域 
 絵画分野 卒業
2020年 北海道教育大学 大学院 教育学研究科 教科教育専攻 
 美術専修 修了

◎北海道文化財団アートスペース企画展 vol.43

山﨑愛彦個展「矢印の輪切りいくつか見る」
会　期：2020年2月27日（木）～5月29日（金）9:00～17:00
休館日：土・日・祝日
　　　  ※都合により臨時休館する場合があります。

会　場：北海道文化財団アートスペース 
　　　　（札幌市中央区大通西5丁目11 大五ビル3F）

入場料：無料

ゴーレムのある入れ子

｜ 表 紙 作 家 の 紹 介 ｜
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神田 山陽
（かんだ さんよう）
講談師

北海道生まれ。
今夏NPOじっとく設立。
物々交換講談を実行中。
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  http://haf.jp

　次代を担う作家や優れた作品を発掘して、本道の演劇創作活動を活性化しようと全国に門戸
を開いている北海道戯曲賞。今年度は全国から133本（過去最多）の応募があるなど、道内外の
作家が互いに競い合いましたが、審査員の皆さんが議論を重ねた結果、大賞は該当作品がなく、
優秀賞に『さなぎ』（本橋龍／東京都）と『Shareシェア』（霧島ロック／東京都）の2作品が選ば
れました。

◆最終審査員（五十音順）

桑原 裕子（KAKUTA主宰）

斎藤 歩（札幌座チーフディレクター）

土田 英生（劇作家・演出家・俳優／MONO代表）

長塚 圭史（阿佐ヶ谷スパイダース主宰）
前田 司郎（作家・劇作家・演出家・映画監督／五反田団主宰）

※受賞作品及び審査員の選評は、北海道文化財団ホームページhttp://haf.jp/で公開しています。

希望の大地の戯曲賞〈北海道戯曲賞〉受賞者決定

『さなぎ』　
作：本橋 龍（東京都）

【受賞者プロフィール】
1990年生まれ。さいたま市出身。高校の部
活にて演劇を始める。その後入学した尚美学
園大学で演劇を学ぶが、2013年に大学を中
退。実家から家出し、そこから自身の創作ユ
ニット「栗☆兎ズ」で劇作活動を本格的に始
める。2016年、江古田に居住し活動の拠点
である「栗☆兎ズ荘」（木造二階建ての一軒
家。後のウンゲ荘）を構える。8回の演劇公演
を経て、ユニット名をウンゲツィーファに改名。
上演作品『動く物』が平成29年度北海道戯
曲賞にて大賞を受賞。
創作の特徴はリアリティのある日常描写と意
識下にある幻象を、演劇であることを俯瞰し
た表現でシームレスに行き来することで独自
の生 し々さと煌めきを孕んだ「青年（ヤング）
童話」として仕立てること。

◎ 優 秀 賞  （賞金5万円／記念楯）

◎ 大 　 賞 　 該当作品なし

『Shareシェア』　
作：霧島ロック（東京都）

【受賞者プロフィール】
大学在学時に演劇部に所属。役者として活
動を始める。地元の関西から東京に居を移
した後は、小劇場を中心に舞台出演を重ね、
2005年「ここかしこの風」の旗揚げ公演に参
加し、以降ほぼ全作品に出演。2015年より、
役者のみならず、作・演出も担当するように
なり、2019年に「ここかしこの風」から「ここ
風」に改名した現在も、同団体の活動を基軸
に、他団体への客演も積極的に行っている。
所属事務所エクリュでは、主にCMナレーショ
ン他、映像作品など、役者として舞台以外の
方面でも、多く活動している。


